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2026 年３月期通期連結業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 
2025 年５月 13 日に公表し、2025 年 11 月 11 日および 2026 年２月 10 日に修正いたしました

2026 年３月期通期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）連結業績予想と本日公表の実績値と

の間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026 年３月期通期連結業績予想と実績値との差異 

（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭  

17,300 △100 △180 △500 △10.96 

実績値(Ｂ) 17,405 △68 △157 △512 △11.23 

増減額(Ｂ－Ａ) 105 31 22 △12  

増減率（％） 0.6 － － －  

(ご参考)前期実績 

(2025年３月期) 17,373 198 122 △19 △0.44 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、2026 年２月 10 日に公表いたしました業績予想を 105 百万円上回る結

果となりました。これは、各種販促施策の実施やメニュー構成の見直し等により、お客様一人あ

たりの付加価値向上（客単価の向上）が想定を上回って推移したことが主な要因です。 

利益面につきましては、売上高が前回発表予想を上回ったことに加え、メニュー構成の見直し

等による原価率改善の効果もあり、営業利益および経常利益は前回発表予想を上回りました。一

方で、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、不採算店舗の減損損失および店舗閉鎖

に伴う特別損失の計上額が想定を上回ったこと等により、前回発表予想を下回る結果となりまし

た。 

 

 

以上 


